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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 次世代自動車等普及促進事業

9,167

事 業 費

　自動車利用におけるCO2排出量を削減するため、電気自動車等の次世

代自動車等の低公害車の普及促進を図る。
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【公用車EVカーシェアリング】
平成28年3月31日まで継続実施
【電気自動車等充電設備設置費補助金】
平成27年度まで継続実施予定

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

路線バスCNG化改造費用の助成制度は、現時点で
は平成28年度まで、使用過程車の廃車を伴う新車
導入予定がないため、予算要求は見送ることとす
る。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 11,812

CNGバス補助事業 3,600

16,517

3,750 2,250 150千円×15基電気自動車等充電設備設置費補助金

（充電設備付き駐車場賃貸借料）

（カーシェアリングシステム使用料）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

　自動車利用におけるCO2排出量の削減のため、低公害車や次世代自動車の普及を積極的・

総合的に推進する。
【公用車EVカーシェアリング】公用車へのEV導入とカーシェアリングでの市職員・市民に
よる有効活用
【電気自動車等充電設備設置費補助金】従来の制度に加え、共同住宅等への共有充電設備
の設置、もしくはカーシェアリングに利用する充電設備の設置を補助対象とする。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

公用車EVカーシェアリング

その他

11,81216,5179,317

（電気自動車リース代）

9,429 月額契約料786千円×12カ月

内容・積算等

【公用車EVカーシェアリング】
平成24年2月　運用開始
【電気自動車等充電設備設置費補助金】
平成24年度：1件補助
【CNGバス補助事業】
平成24年度までに合計8台CNG化

【公用車EVカーシェアリング】
継続実施
【電気自動車等充電設備設置費補助金】
15基補助予定（補助対象を拡充）

【経過（～25年度）】 【26年度】

【公用車EVカーシェアリング】
　民間事業者から電気自動車（EV）5台をカーシェアリングする。5台
のうち2台については、平日は公用車として使用し、土日祝は市民が使
用可能とし、残り3台については、全日を市職員と市民でカーシェアリ
ングする。市職員・市民へEVの利用機会を増やすことにより普及拡大
を図る。

【電気自動車等充電設備設置費補助金】
　低炭素社会の構築に向けて、電気自動車（EV）やプラグインハイブ
リッド自動車（PHV）の普及に向けた充電インフラの整備を図るため、
200V充電設備を設置するための土地又は建物を保有する者に対し、1基
につき設置工事費の1/2（15万円を上限）を交付する。また、平成26年
度から共同住宅等への共有充電設備の設置、もしくはカーシェアリン
グに利用するEV・PHVへの充電設備の設置に対し、同額を交付する。

事業目的

事業内容
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